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和歌山演習林におけるそしツガ林の生産力調査

第 7報 9林班学術参考林

古野J!! iJH・上関 Mfi' 間謙次

Investigation日間 th記 Pr・oductivityof ]apanesむ Fir(A bies f/nna 

Sieb. et Zucc.) and H日mlock(Tsuga sz'eboldu' Carr.) Stands 

in Kyoto University Forest in ¥Vakayama 

(VII) Proi11e of the N atural ReservatIon Forest in Compartment-9 

Tooshiu FURUNO， Yukio UENISHI and Kenji UENISHI 

袈 皆

本報告は，狩1/放山損留林のモミ，ツガ天然林の主主g主力調査の一環として行-われているもので，

9林斑{ζ学術参考林 (19.11ha) として保;与されている天然林の概況について記述されたもので

ある。

調資は， 1979年から1984年に行われ， 50 mX50 m の機構:I:l!l12カj百および械iilli650111の斜閣下

部から 930l1lの1:IJ11友へ 585111と標高 810ll1から 1050mの斜路上部へ 65911l，延 1244111で

将司 10111の帯状区の123域地の俗水調査により，樹縮， ~命材・:f}~を求めた。

針葉樹は，カヤ，イヌガヤ，モミ，ツプ，]"，アカマツ，スギで，カヤおよびイヌガヤは腕i勾府筏

10cm未満の小篠木だけで， J.ニj溺林誠には{むの樹泌が生育し，そしツガが多く，アカマツおよ

びスギはすくなかった。腕高成後 100cmを越えるツプfの大径*7)114個体鍛えi900111以上の区域

!こ散在しているのを般認した。

1:1綴林j誌に生育していた広葉樹は，'i主総ではアカガシだけで，地の21離は}審請在住f::のものであっ

た。

隣接木と似がj事給しているために生きているそミおよびツカοの伐桜の年11'命から1920年(大正 9

4りから1922年(大正11年)に，官iJg:樹が伐採されたことが総認された。

林分の議硝は，ゴIJJ診i送機幣地の翻資で， 533. 8 m3jha-ーモミ 187.4m3，ツガ、 131.5 Clll'うその

Nlの針葉樹 5.71113，'，'抗議広葉樹 34.41113，権誕広諜樹 174.8m3
- -，裕状区綴準j也湖査で 558.4 

m3jhaと招;定され，胸i硲陪筏 5cm以上のものは，それぞれ 2，116本jha，1，638本jhaであった。

ま えがき

京都大学践学部附鴎和歌山演習林〈和歌山路ぬ'1l1 1i~消水 IU]'上湯}I1) に残されている天然林の生

産力安求めるための翻査の一環として，本調査は行われた。 1-6報で，主林水であるそしツ

ガの佐渡力iA5〉， リターフォ…ノレの挙節変化z，h 天然林の伐採跡地に天然吏新したミズメの小林

分品およびそしツガ林の下!粛に成立している;常締法薬品jの小林分6) の生波力について報告した。
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本報告は 9林班!こ学術参考林として{泌がされている天然林に設けられている機的高地の俗水結

果について述べ，間参考林の議積を俗文なした。

;;jI: ill~j査に御協力いただいた和歌山競溜林の職員各位に深謝数します。

iU，目査地の概況

i慰霊Olhは，和歌山i簡潔林内 9林班の湯川J11のよ疏八幡おのj211勾650111から樹習林烈の線高 1050

1111ζ返る10i本斑側のそミ，ツガ天然i';j¥で，和歌山説{静林のおfJ{純益三を代表するものとして， 19.11 

h札が学術参考林として保存されている。和歌山演習林は， 1926年〈大iE15年) に民有林に地

上織を設定して設けられたが3 本翻3をよ也は1942年〈昭和17年)に，波線林にi1訪日編入されたi芸械

に宿る。

1. 1fti 

林分のよj滋 ;f~\J試はう樹潟 20m をJ越え，潟いものでは 30 III に述するものもあり，主としてそ

しツガが占め，その他の針諜樹ではアカマツ，スキーが散在している。広議樹では，務:柴性のブ

ナ，イヌブナ， ミズナラ，クリ，カコニデ類， ミズメ，ヤマザクラ， シデ主~j， ヒメシャラなどが上

J~ì に述し，吋lJ溺には常緑jよ挺樹のアカガシ，ソヨゴ，アセビが下j穏にはツノレシキミが多くみられ

る7>。勾;;;jI:t.1，9:J笠で矧銭された樹菰をIlfj'表向21こ示した。

;í1I'2ì~樹は，カヤ 7・'orreya lluc~'fera， イヌガヤ Cψhalo!a.xω drtψacea， モミ Abù!s /irllla，ッ

ガ Tsul(asieboldu'，アカマツ Pillltsde71siflora，スギ Cryptomeriajapont'caの6様で，モミおよ

びツガは制査広域の企J岐にみられる O とくにツガは線高 900111以上の区域に胸両陛後 100cmを

魁える大篠木が14似体総認された。 アカマツは路線または!日地形のところに， 胸高i立後 40cm

を越えて上!留林組に速しているものが散在し，スギは悠毎:木翻ま資託 JI匹翠附
みられ， }胸i狗旬i潟硲混践{筏 7付7cm の側{休本がf矧え羽日終された。 カヤおよひび、イヌプガfヤは' すべてが胸高l白係 10 

CI11未満の小筏木で，とくに 5cm未満の側体が多く，カヤは数f身体観察ちれたにすぎなL、。カ

ヤl立政部林内地i忍j戒には腕両足(筏 50cm Iこもi還する個体も存不正するが，本翻i俊民域ではその大

後木はみられなかった。

j広葉樹搬は，務'A~倣の樹期がJ二j綴林鼠にまで生討し?測定された IJ0H辺直径の段大の{1m休はブナ

の 95cmであった。 j尚南i立後が 40C111を越えていた樹穏はつぎの21磁で，

ミズメ βetural(rossa，クマシデ Carpinusfapom切，アカシデC.laxグwra，イヌシデC.tscllonoskii， 

アサダ、 Ostr1'aノ;apom・ca，クリ Cas!aneacrenata，ブナ Fal(uscrenata，イヌブナ F.Japollica，ミ

ズナラ Quercuscrispula， コナラ Q.serrata，ケヤキ Zelkowaserrata，ウラジロノキ Sorbus

fapolU・ca，ヤ?ザクラ Prullusdonariulll v. SpOlltωtea，イロハモミジ Acerpalmatulll，オオモミ

ジ A pallllatulIl subsp・amoenulll，イタヤカエデ A.1110110，アサヒカエデ A. 1Il0no forma 

dissectum，コハウチワカエデ A.st'eboldumum，ヒメシャラ SteωartiamOlladelPha，ハリギリ

パ:-alopanax sψ'temlobl叫ミズキ Cornω cOJltroversa，

ブナおよびヒメシャラが多くみられた。 これらのほかに，胸高時筏lOcll1より大きいものに，

ヤマウノレシ RhustricllOcaゆ的プオハダ Ilexmacropoda，ウ1)ハ夕、‘カエデ Acerru/uzerve，コ

シアブラ Acanthopanaxsciadophylloide‘S，リsウプ Clethrabarbinervu，ネジキ Lyonuznez/ki， 

エゴノキ StyraxfapoJZi・ca， ホソパアオダモ FraxulltssieboldianαV. a71l(ustata， などがみら

れた。常総j広葉樹では，胸高直後が 40C111以上に生育していたのは， アカガシ Quercusacuta， 

だけで線鍛tlhC， E およびJIとみられ，j後大仰体は腕i弱ldH茶 66cI11であった。ほかにシラカシ

Q. 71りノrsinaザ'olz'a，ウラジロガシ Q.stenopllylla，シキミ Illiciumrelzgt'osu1ll， ソヨゴ Ilexped-
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ullculosa，ヤブツバキ Camellt'ajatom'ca，ヒザカキ Elt1フ!ajapoJli・ca，サカキ Cleyeraoclmacea， 

アセビ Pierujaponicaがみられ，ソヨゴおよびア-l!どが多く目立ったo 除外Jには， コカ、、クウツ

ギ/ウdrangeascaudells， カエデlilri， シデ翻， ツノレシキミ Sldmmiajatom'ca v， retens，シキ

ソヨゴ\アカガシ，ア-l!ビが多く，滋:~誌のものに比べて常織の総額が多かった。

2， 過去の取倣い

;，1;:締まま区域の過去のl[対決いについて，記録として報告・されているものはない。しかし，和歌山

総習林として設定怠れた当初の 1-6林破については， 1928年のおi神林被強制により，ノj、後オミで

締成される設弱な館林であったことが総認される。現地の人々の;えい{ええとして，出向;t;f¥設定以

前に伐奴の入手がたえまなく入っていた(伐採部河間一jミニ寸以上を利JHしたと伝えられている〉

ということで，利用可能な林水は利加しはされていたと忠われ，総務m概裂はそれを v釘付けてい

る。さらに， 4 **~犯のモミ，ヅカ林の~ミ底力純資5> により， 1976fFに胸í1~陸径 65 CIIl Iζ生得し

ていたそミの説明林設定時には，胸決i践筏が 15cmで， {自の調査水はすべて 10cm以下であっ

もこれを杭明している。本制主主|笈械は， 1942年に演鴇UIζ縦入されたため，大学の1陵地以

後は伐採利j刊されていない。しかし 1---6林政[と問機におi轡林設定(1926年)以前は伐採利j認さ

、、、，
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れていた可能性は大きい。

過去の手掛りの証拠として，ill高校j玄域内lζ2fい伐根が多くみられる。放もl当i';fJし難いクザでは

伐採郎自主絡で 100cmを越える伐般が残与し，現場でi器材したとみられる搬出忠れの材(クリ)

もみられる。出習林に編入以前には，木材の搬出に加え，マッチ箱， QQh水， rt~:板〈純水〉の製造，

*111覧栽培，松悠，木灰の製造など，合自[内的に相当に伐採利用されていたのは事実であろうヘさ

らに，;fL~系が連結していたため，腐朽せずに生きつづけたそしツプfの伐根が学術参考林内に残

っていた。伐扱は*'~れずにすこしずつ住長し，年輪疫機認することが出米る。モミおよびツプfの

~:~きている伐般の年輪判読により，その似体の伐採年の措定が可能となった。

生伐恨の年輪判読例を示すと間…lのようになる。

モミ No.1では， 1921年(大正10年)の半径生長滋 3mmであったものが1922年以後，急に

くなくなり， 鰯資した1978年までの57年間に 24.4mm しか生長していなし、。 モミ

No. 2は， 1920年(大正 9年〉の半f菜食長散は 10.2mmであったが，殺年は 0.2mmとi阪市に

すくない。同様K.，ツtJ'No. 1 tま， 1921年までの生長と以後の生長に，ツガ No.2は， 1922年

までとB後の生長に級tltなJ率いがみられる。モミやツガは伐採後50年も経過すれば，その伐絞は

勝利して焼跡をとどめないが， 1鉾按の:1l木とj授が:iili給しているために，隣接木の間化作113により，

枯死，胸I1'Jずることなく残り，すこしずつであっても伐棋は肥っている。伐深までの生長と隣接

木の間化按分の供給による生長とで， I玄1-1にみられるような年肥大生長廷に大きな援がみられる Q

伐採が:1:1:'1閣のどの時期に行われたかを推定することは非常に悩却;であるが，~伐般の生育経過で，

伐採年はほぼ推定可能であるo よなミ No. 1では， 1921年の生符終了または1922年の住脊初期に

伐採されたと推定できるο 同織に，モミ No.2では， 1920:1:1:'の生rq終了Il!yか1921:1:ドの住背開始

前に，ツガ No.1は1921年の生符終了時か1922年の生育1誌に，ツtfNo. 2 tま， 1922年の~lミ背後

半期か住持終了1m近い時期に伐深されたことが肥大~長より推定することができる。

前えGのように，W!間林設定前の卒業について議き践されている内総:から，が{?!料水立法定以前lこイヰ

悶資地をも含めて広範聞に事業が実施Eされていた之みるべきであろう。|刻一1にみられるように，

4倒休の伐般がこれそ寝付けている。すなわち， 1920年から1922停に，本部資阻域で伐採の入手

が力nわったことが総認された。さらに，搬出忘れの盟材したクリ (12. 0 X 18. 7 )く210.0 cm) ，松

館製造のために削られたアカマツ大筏木(胸高成筏 100cmを越えている〉の枯れた桜幹下部約

4mの践存により， 1926:1:ドのi質問林設定以前lこは，本調査士山においても前述のような絡事業が行

われていたと考えでもl1¥i迷いではないであろう。

学術窓考林の林分構成および

1. 翻主主方法

毎*IT局窓区域としで，学術参考・林i々に 50lJ1 X 50 IIIの方形尽を12カ所， 10m艇の帯状区を延長

1244111設けて(悶-2)，各区域内の樹務の記載とともに，針葉樹は樹高 103m以上の似{4i.すべて

を，広漉絵Hま綿;碍i斑筏 5cm以上の側休についてj掬i関誌筏を測定した(附設“1)。さらに，各方j限

度の…角l乙 10mXlO m の小方形ほそ設けて，広葉樹の胸i可能:係 1'"'-5 Cll1の似体では，そのIT[

筏を，樹高1.3 111未満のものは，針葉樹では， 10， 40， 70， 100， 130 cm 米満どとに， J.太漉艇

ではまとめて，樹礎どとの本数を数えた。

ゴ';J診j廷では， 1979年10月から1981年 7月に，帯状認では， 1983&1三11月から1984年 5月までに侍

木翻ヨ悲し，以後， 1984 &f:.11月まで一部補充翻ヨ立を行った。

*う夜翁-不明:和歌Illf資液体滋科、地調資事設合， 19561'p 6月
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¥1000 

Fig. 2 Topography O[ th巴 natura¥l'cscrvation fOl'cst and position of twclve qu乱drates(A， B， 
・…..1¥1)， two be¥t transccts (1 and [J)， living stump of Fir白ねdHemlock (x) and largc 
size Hem¥ock over 100 cm in D. B. H. (11) 

2. 調査結果および考終

2…l 林床tJ1[Elミ

12方形i去のそれぞれの一角に設けられた 10mX10 m の小方形区で数えられた樹高1.3m以下

の針葉樹は関-3のようになった。大部分がそミ，ツガであり，その他はカヤ，イヌガヤで， 12方

形区合言1-1200 m2では605個体(モミ 484似体，ツガ46側{本，カヤ10個体，イヌガヤ55個体〉であ

った。樹高 40cm以下のものが90%を越え，とくに 10cm以下のものが多かった。標高 800m 



以下の斜rm下部ではモミが大部分で

ツがはほとんどみられず， Hの方形

慌で 2個体みられたにすぎなかっ

た。イヌガヤは H方形i涯に多かっ

た。広葉樹は常緑のものでツノレシキ

ミカ'335i~，アカプf シ，アセヒコシ

キミ，ソヨゴなどで 595個体が数え

られ， 最も多いものはアセどの 208

側体であった。務誕のものはカエデ

翻が282個体と殺も多く，ガ?ズミ，

コパノガマズミの 12l{間体がつぎ，

シデぬri65倒休，ヒメシャラ<10錦体が

雨水になる瀦としては多かった。ハ

リニドリ 6~高体， ミズナラ・コナラ 13

4羽イオ:J"" クリ l似体，ヤマザクラ 1311lij

1*で有m広葉樹の幼j占jはすくなかっ

た。総計100璃釘i約2，000個体を観銘

した。

2-2 J治ui商直後 5cm米満の小径水

樹高1.3m以上に生育し， J胸高直筏 5cm米満のn1il体は悶イのようになるo~1-4では，広葉樹

は小方形慌の測定1rliが換算されている。謀議広葉樹は小方形区12カ所 (1200m2)で52倒休で非常

にすくなかった。斜市下部の F，K，L， H の4小方形区で l側休もみられず，最も多かったのは

BおよびD方形区の17側休で，標高 900m 以上の各線準地 (A，B， C， D)で75箔がみられた。常

織広梨樹は総計.200 ，似体で，務~dl広葉樹の約 4 街みられ，紛積はアセビ，ソヨゴが大部分で，

木となるアカ;ゲシは 5似体だけであった。斜百'iiTtfflのHおよびL方形f?Iでは，11官級広葉樹は 1イ1m
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Stcnl volume of trces abovc 5 cm in D. B. H. per heclare in ma Table 1. 

Tolal 
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体もみられず，反対に， いA........Djj]問主や用絞，凸地形のところに多くの小銭級の常総

広葉樹がみられた。そしツガは ha あたり，モミ 164~liI休，ツガ1861f~ì休が数えられ，斜市上郊

でそミが，斜ITIT下部でツガがすくなかったα

2-3 作材哉の推定

50 mX50 m のブf形成12カ所のj陶立径 5cm以上の保木鰯資により，斡材殺を11自定すると，表

-1およびl支1-5のようになる。

モミヘッガペスギ1m，~~存誕広葉樹11' の幹材filfはすでに報告した材積式，材桜蕊をj羽いて推定

した。~;話線広葉樹は，務誕I:t誕j討の l降材fliを推定した 8**lj}Iでの翻査資料により ，JW型商政経iζ対

する平均j長/;誌を推定し (!Z!-6)，D2.H (胸高日立後 cm2・必JiG6m) と幹材殺の相対生長関係を求

め([湖町7)，幹*71・樹を故主主した。

なお，和歌山出留林の;境線広葉樹の材積式としては，資料不足であるため， ~1-6および 7 の関

係は漸定的なものと考えたし、

さらにそミ，ッガ，スニド法外の針葉樹であるアカマツ，カヤ，イヌガヤの材結式が求められて

いないので，本報告では， {)xりにそミの材税式を使って斡材樹を推定した。

haあたりの幹材殺の最大舷はJI去の 659.8m3，最小{前はB誌の 423.9m3 となった。平均依

は 533.8.と74.8m3 で，内訳は，モミ 187.4m3， 35. 196，ツガ 131.5 111S， 24. 6%，その他の針誕4~J

5. 7 mS， 1. 1%，常総広葉樹 34.4 mS， 6. 496，搭漉広誕j~J 174.81113， 32.7% となり，モミ，ツガ

林としては高議1演の林分である。 4林斑のそミ，ツガf*5)では平均倣で 569.01113，ある線機地で

は，本純資のJ院大似を示した J区より持議獄 (703.5 rn3/ha)が求められている。本調査で 4方形

!送機然地で 600m3/ha を越えたことは，北海道の針葉樹林ih中f:frlillI高山慌のシラベ林13，14勺

間関のそミ林15U ツが林iめなどの鵡資併と比較しでも遜色のない林分と考えでも良いでdうろう。

方形I差別では，モミは斜頂上部および路線であるA........E思ですくなく，その諸積は全体の13........ 

15%で，とくにB憶では 1鶴休をi徐き，胸i諸政筏 30cm以下であった。 反対に，斜面下部づは，

モミの部樹が多く， M認では 614.0 1113/h8の78%にあたる 476.7 1113/haがそミであった。ツが

はそミとは対象的に，終iIfi下部ですくなく，モミの議私1が60%を越えている H，L， M 区では約
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1;;ぢであった。 J誌にみられるその伯の針葉樹は，腕i窃i寝筏 77cmのスギ l側体および 40........61

cm のアカマツ 4i肉体が測定されたためである。スギは，ヌド;学術参考**には，このJl芸および中

腹歩道上部の探潟 870m までに数似体みられるにすぎない。常総j主主5樹は林冠iこまで生育して

いるものはほとんどなく，前述のように， C症で 51[，占H本， Eおよびj阪で各 1個体のアカガシの

j掬高庇後 50cmを組える大篠木がみられたにすぎなかった。絢読後 30C!l1以下で， i*抵の中

j爵以下に主主符しているアセビ，ソヨゴが多くみられた糠i弱の硲い斜商上部では，総蓄積の10務前

後の議結であったが，斜部下部の H，L， iVI院ではほとんど Oに等しかった。溶誕広誕j討はそミ

についで蓄積が多く， F院では60%近くを占め，斜市上部の訴ijj記長主で諜1'iIfが多かった。

帯状l涯は，閲-21ζ示したように，線路 8101れから 1050m 1ζ翌る 11玄 (659m) と機悶 650m 

から 930m にききる [[1浅 (585m) で， 10m艇で， 12.0m の線区間から 45.4mの長区間lこ限切

って1jJ:水調査を行った。各区間どとに蓄積ーを haあたりに換算して示すと関喝のようになる。

帯状区!の b!i!l点あたりから上部への i空l地形では，ツガの:fir~ilが多くなっている。線路 810........ 

820 rnあたりのそミ，ツガ以外の針葉樹は尾根に成立しているアカマツの大篠木のためである。

さらに，搭状広口の g地点、の針葉樹もアカマツで， 1.胸高践後 49'"'-'65cmのものがら側休も 10.0

rnX18.0 mの測定憶に放んで成立しているために高い議樹となった。帯状区日では，標高 810........ 

m のg地点c!競合参照〉まではツガがほとんどみられず，モミの議樹が多し、。方形i忍Lおよび時

状!送 f地J以上部の議殺が，他の翻笠宮城と比べてすくないo g........h地点、では，モミよりツガの幸子

績が多く，方形区Jと悶様の結来となっている。 i地点附近の谷地形のと ζ ろは， I懐部的1r.{誌議

Fig.8 



椴で，この附近では，金1・誕樹よりも滞諜;広葉樹の議輸が比較的多い。

路線にはツガが多く成立していることがわかる。

閉山81とみられるように，様幣i也1百i騒が小さいと，奥常l口問慈悲'11こ算定される場合がある。例え

ば搭状i法!の標高 810-----820m I~f~'近 c 地点) d地点および帯状i玄白のg地点，最終IDIJ蕊[去で，

haあたり 900m3を越える鴇績が界主主されている。小さい部踏の線機地tr.大篠木が合まれた結果

である。帯状i玄総調査関税は1.244 haで hnあたりに換算すると，モミ 109.9m3，ツガ 235.3

1ポ，その他の針~~1'喜J 31. 2 mヘ常総広葉樹 28.6m3，落挺j去漉必J153.4 m3，総計 558.4m3 とな

り，方形i玄翻蕊による平均議結より 24.61113多いが，大きな迷いはみられない。なお，モミとツ

ガの潜斡に，向調ままで設があらわれた。帯状区!の b-----dl忍閣のツコゲの高務総，モミの 01ζ等し

い議活支が方形区綿資でs域外になっているためであろう。しかし，そしツガ「の合計蓄積はp と

もに総議粧の約60%になっている。このように，すくなくとも50数年入手が入っていない大篠木

を含む天然、林では，本調査にみられたモミ，ツガのように，小i商務iの標準地測定より大雨1誌に拡

大推定すあj首i険を十分に永匁1しておく必裂があろう。

2-4 ツカ、、の大1f水

前述のように，;;f;:学術参考林では，

1922年頃〈大.iE米年〉より以後は多分

入手が加わらず，現ifの潜:fsrにまで50

数年にg::.持したものと考えられるが，

i潟町2に示したように，ツガの胸高IT;[筏

が 100cmを越える大径木が14個体も

標高 900m以上に散在している。その

うち 1偶体は方形I3:Aで) 31fIiJ休は帯

状区で測定されたが，仙の似体は本制

ヨ誌の線機地には存在しない。 14似体の

うち 3側休が帯状憶に合まれていたこ

とは，学術家考林総iiii都 19.11h乱と

御状区間説。1.2付加の比を考えれば，

帯状区による終結推定がやや過大セあ

る可能性がある。もし帯状憶に含まれ

るツガの大筏水を 1似体とすれば，部

WHま約 538m3jha となり，方形区の

制査で措定した諸積と非常に似たイ肢と

なる。ツガのj役大慾級*は 152cm Iこ

いこれらの的体は，出習林設定以

前の事業で何らかのキズモノとして対

象外とされ，伐採3れずに残されたも

のと治定される。

3. 学術参考林の概袈

ゴ1]%区と滞状区によるi際機地勾木純

資により，本学術参考林の立木i降材結

は 1mあたり 546.1m3 (問鰯去を推定的

の玖均〉と推定された。前述のように，

69 
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ツガ大径木を考践した帯状s:修正僚を用いると 536m3jhaとなる。

政径i稔による立木本数および議踏を示すと閥均のようになる。 j胸商政径 10cm以下の本数に向

調査で設がみられたが， 10cm以上については，問調査ともに 1064本jha となった。上層林越

を形成している胸高際筏 40cm以上の大筏木は，帯状区制蕊で 147本jha，JU"i1?$6i立筏 5cm以上の

総僚体数の 9.O~ぢ， 10cm以上の13.8%で，方形区制資では 125水jha，それぞれ 5.8%，11.7% 

となり，それらの議積は， )持者は 358.5 m3 jha， 64. 296，後者は 303.7m3 jha， 56. 996で，総議讃

の半分以上を占めている。樹離別では，前述のようにモミとツガとで問調弦で裁がみられたが，

悶樹務合計では，帯状ß:~隠5まで 110 ;;;j三 jha， 264.9 mSjha，方形iま翻液で 92本jha，230. 1 m3 jha 

となり総議積の約45%を占めている。

斜llii上郊で蕗諜広葉樹の，斜商下部でモミの比主将が大きく，また，方形阪入およびB附近の諸

積がややすくなく， H， ]およびMI対近の議積がやや多いが，学術参考・林公休では， ~~!型高・による

大きな議般の設はないようである。

あとがき

和歌山撰習林の天然林を代表するものとして保存されている学術参考林の概要は，本翻査で判

明した。今後は，今開設定ぢれた様準地の定期的な翻査により，学術参考林の動態が明らかにさ

れること任期待したい。
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Resume 

In a series of studies on the productivity of the natural forest mixed Japanese fir (Abiesfirma 

Sieb‘et Zucc.) and hemlock (Tsug岨'ast'eboldu Carr.) in Kyoto University Forest In Wakayama 

(Lat. 30004'， Long. 135030' E， Alt. 500-1，200 m)， this report dealt with the profile of natural 
res巴rvatIonforest in compartment・9(Alt. 650-1，050 m). 
The investigations were carri吃dout from 1979 to 1984. The tree species and the stem volume 

were measured in twelve quadrates (50 X 50 m) ancl in two belt tr札口sects(10 X 659 m ancl 

10 X 585 m) (Fig. 2). 

Six coniferous species of Abies firma， Truga siebo!di五pz'nusdensiflora， Cryptomeria 
jザonica，T01'rりla1tuctfera and Cep加 lota，ぉusdurpacea were observed in resear・charea. How綱

ever， Torreya ancl C，ψhalotaxωcomposecl lower stratum had been small D.B.H. less than 

10 cm， on the other， in upper stratum， there were fourteen large size trees of Tsuga sz'eboldz'z' 
over 100 cm in D.B.H.. The broad leaved trees occupi巴dat the canopy of upper stratum 

were classifiecl in twnety・onespecies of deciduous tr巴eexcept Querclts acuta， and these main 
species wer巴 βeturagrossa， Castanca c1'e1tata， ，Fagus crenata， Quel'cus crispula， Pl'U1t7ts 

do1tal'utm v・spotitaneaStewal'tz'a monadelpha， Cmア2・1tUSspp.乱ndAccl' spp・-

It was consider・edth乱tthe trees were not cut clown after 1922 by the measurement of annual 

rings in living stump of Abies ancl Tsuga in this natural foreは (Fig.1). 

The number of trees above 5 cm in D.B.H. was 2，116 indivicluals per hectare， n札mely344 

of Abi・6ら 270of Tsuga， 7 of other conifer， 929 of ev巴rgreenbroacl leaved species and 616 of 

clecicluous br・oaclleaveclspecies by quadrate measurement， ancl was 1，638 inclividuals， namely 
203， 313， 41， 591 ancl 490 respectively by belt transect measurement (Fig. 9). The trees less 

than 5 cm were 2，461 indivicluals per hectare， respectively 164， 186， 11， 1，667札nd433 by 

quaclrate me札surement(Fig. 4). 

The biomass of stem volume of tree above 5 cm in D.B.H. was from 423‘9 m3 to 659.8 m3 

(533.8土74.8m3 in mea吋 perhectare in twelve quadrates， namely 187.4 m3 of Abz'es， 131.5 m3 

of Tsuga， 5.7 m語 ofother conifer， 34.4 m3 of evergre日nancl 174.8 m 3 of clecicluous broacl 

leavecl specie5 in mean， and a150 the stem volume was estimated 558.4 m3 per hectar巴 by

belt transect measurement. 
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Trec number per sampJe pJot (50mX50m in Quadrat A~M， 10mx659m in Belt 1 and 10mx585m in Belt 11) 

DBhn j M~9~19~29~39~4849~邸~均へ-89----99 1払 11 DBHcm 日 ~9 ~19 ~29 ----39 ~49 ----59 ~69 ~均~回 ~99 100~ 

A Fir. 20 9 10 3 5 3 1 1 0 0 0 0 ~i H Fir 58 57 68 17 12 13 11 9 0 0 0 0 
Hem. i 35 3ゆ 25 16 7 10 3 0 0 0 0 1 * 11 Hcm. I 31 22 7 1 1 0 0 0 0 0 0 0 
C.T-i2O G O O O O O O O O O l C J i ¥ 3  0 0 0 0 0 0 0 0 000  

EL一理一塁;し!1111ijjJL-Eil--f空j…1111111j-
B Fir. . ~ . ~ 1 . Q 0 0 0 0 0 0 J Fir 7 3 10 4 7 9 4 1 1 0 0 0 

?214 i j i i 1 1 iiiiiiiEzi1713;;111i::!ii  

D B.!175973292 1 J - ( 0 1 O  ijP.B・ 5 0 3 4 2 8 7O OLJ  O O O 

C Fir !. 14 5 7 3 2 1 1 2 1 0 0 0 11 K Fir 32 23 29 18 12 10 7 3 2 
Hem. 53 27 18 7 5 13 5 3 0 0 0 0 社 Hem. 39 17 16 3 1 4 3 0 0 
C. T. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 C. T. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
E. B. 600 58 6 0 3 2 0 0 0 0 E. B. 75 45 5 2 0 0 0 0 

…?と-JU竺 12 2よ 1111112-wl?竺ーヂ 2 1 0 

D Fir 13 7 4 2 2 4 0 2 1 0 0 0 .: L Fir 67 57 49 15 8 3 8 4 
EIem.;5729299n 1211 2 O  O O O j Hem-J311O  O O O O 
C. T. I 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 C. T. 1 10 5 0 0 0 0 0 0 
E. I3. I 75 82 11 1 0 0 0 0 0 0 0 E. B. 0 1 0 0 0 0 
D. 13. i 25 49 24 10 4 1 1 1 0 1 0 D. B. 25 30 25 12 8 0 0 
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*; D. B. H.: 125 cm **; D. 13. H.: 104 cm， 125 cm and 134 cm 
Fir; Aln"es firma， Hem.;ア'.wgaszebo!dii， C. T.; other conifer， E.13.; Evergrccn broad Jeaved tree， D. B.; Dcciduous broad leaved trec 
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Anncxccl table 2. List of woocly plant in nalurnl rcserv乱tionforesl7d6d71 

Conifer ウワミズザクラ Pl'Un1l11Sg.何 'yanaMaxim・
* 元瓦一一弓吾 プ而討両示雨ぷJ示瓦λ 品ω必己瓦.el凡晶記示1ふ 1川o吋*牟 ヤ竹?ザク門ラ p仇r円川fμt付川川n附附川z口川II川rげsd，伽0仰州州7η町tμa川州 v 脚rpo?l川la川α仰州η削4

イヌガヤ Cψ例ltalん0削附'us…d.めf灯川，マIIPac例C仰(l Sieb. et 叫kino
Zucωc. ユク/キ C!μαdの1'a廿 sl山/μi，んrs占S、r口ikルokわ，γiaω11削'l(l Mr汰tI.山泳ki如no

。*料*モ ミ Abil'S¥，叩2人圃fρ仰仇.トh同r門仰7汐削附Jl叫aSi代eb.eωl Z払Zu収1叩cωC. キラスザザ、ンシ羽 ウ Fん句冶σgαmヌ仰α叫，1μα削刊7ηM川川2げ附f幼巾Aルイoid，
。*料*ツ ガガ、 T.¥'Itga siebo!dii Carr. ノラキ Sapi・11削 japout'ClllllPax cl Hoffm. 

0 アカマツ PI1I/tS dellslflora Sieb. el Zucc. ツタウJレシ Rlms ol'IcJ/lalis Schlleid. 
。 スギ Cη少1011川マ;ajatollica D. Don 糾ヤマウルシ Rh川 l1'ichocarpaMiq・

… 一一一一一 …一一 一 …) *アオハダ I!ex mac1'opoda肘iiq.
Evergreen broad leaved lrec 一… … ……  [ ツルウメモドキ Cel川(rusol'biclllallls Thunb. 

0**アカがシ QIlCl'CUS aCllla Thunb. ッリパナ EUOllYlllll.¥' 0.1:かhyllaMiq. 
シラカシ QllCl'CIIS myrsiJlaefolia Blume チドリノキ ノ1cercaゆかグ'oliulllSi山.clχucc. 
ツタパネガシ QllcrCttSpauc前 ?nlalaFrnnch. ""ウリカエデバarc1'alaeg.グ'oliu1IISieb. et Z¥川町

帥ウラジロガシ QI仰'CltSslenophyl!(/ Makino 。 イロハモミジ Accl'p，山間alumThunb. 
判?ツグミ L01'(l1川附 k:JcmpfCl'ii¥it凶れ1・ i 0"""，，オオモミジ Acer pal/JIall付11 Thunb. subsp 
**シキミ IlliCU<l1l 1'cligiosum Sieb. el Z日cc.: αJJ}OC1lUU} Hara 

ヤフや〉ニツケイ Ciω1l附側mα仰1110仰y刀)}川州'/l川川tυJμt削片2ψpρ仰才2ωんω‘γ~/{日川3
シ口タダやモ Liρ7ふse句，cag!ルα削仰llCばC印aSieb. I 0 イタヤカエデノ1ccl' 剖 onoMaxim. 
リンボタ Pl'UlIllS stl・1/ulosaSieb. el ZlICC. ! 0 *アサヒカエデ Aar削0110Maxim壷 formn

**ツノレシキミ Skim mia ja/，o1/i・'caThunb. v. l'cpeJ/s I di・'sserlulJ} Rehd. 

O!h1WM i l *柿*ウリハタダAカエデ Ac何川r付f 打ゲ

ユズザハ
*イヌツゲ

"''''ソヨコ。

ρどαゆ2ψpμh1l削dか》μAわy，イ/ρ!ll川 m制 ac伊fυゆ'podu川H川1M附I日i杓《勺1.!ο吻榊*コノハ、ウチワカエデぷC仰g仰rsi~氏たMωétωFイψb附川o
/刀f川川'1'口r，附.Cl打川II(/Iaα'1‘'h机川H川1I山山l口凶1η】山b. 業 アワブキ il1e!io円'}}(/1IIY'・i(/nlhaSieb. el Zucc. 
11".1' pedll1lcu!osa Miq・ ; ケンポナシ Hovcni・'adulCI・SThunb. 

ヤブツノイキ C仰"dl向 japmdca L. ツ タ Pんσrげ川/υ幼IJルie円ヌ削'/Oci付川 J灯州cμ払.ゆrpid，向α/仰aPla川川川n山.1C
EI抑，刊伊l'ア')'aJ αψ'po仰仰3η2山 a '1すr、h孔川u川l*とサカキ

サカキ
ツ/レクミ

アキグミ

C/，んey.円.σ Oi'hわヌ刀J的‘e(/1ο)C. χucむ.

ElaeagulIs gl品raThunb. *コシアブラ Acanthopallax .l'rlad"/，lty!loides Fra・

Ela~agJlItS u1I/oellala Thunb. nch ct Sav. 
*'"アセピ Pic，イ'.1'japo1lica D. DOI1 I 0 '"ハザギザ Ka!opana.r sePlcmlobus Koidz. 

ヒイラギ O.¥'i!l<l1l1hus ilicl・fρliusMouill('[ert 。料[ミズキ CorllUs conlroversa Hemsl. 

lタマノミズキ COrt/llSbrac/zア'/JodaC. A. Mりに

ハナイカタい Helwingia jopOltz'ca Dielr二
。榊ミズメ βelllla gl'ossa Sieb. clχlICC. 
。料ク?シデ Cω-pi1l}(s japρlIica Blllme 
。榊アカシデ C(/ゆかI}(S!axlJlora Blume 
。**イヌシテぷ Cm-pi1ws Isd/OJloskii Maxim. 
O アザタボ Oslrya japollica Sarg. 
。**タ 1) Ca;ず'/anMC1'cnala Sieb. el ZlICC. 
o >1<ブナ Faglls cn:nala BIU!llC 

。 イヌブナ Faglls japoJlica Maxim. 
o >1<ミズナラ Qllerc}(.I' cl'ispll/a BJumc 
O コナラ QlIerc}(.I' SClγala Thunb. 
0 ケヤキ Ze!I/O?J1I .I'('rrala Makino 

ヤマグヴ 11101'1IS bombycis Koidz. 
タムシパ iVlagllolia salicグ'oliaMaxim. 
マップ.-l)- Sdu・'zandraJ/l:fra M札xim.

カナクヰJノキ J守ellzoill('1フザわ'ocm:戸1I1IIRehcl. 
グロモジ Bellzoill umbtdlallllll Rehd. 

*ホシロモジ /'m甘ん?lIzoi"11'iloblllll Nakai 
ウツキ Delllziacrenala Sicb. el Zucc. 
コアジサイ lIyd，・'allgeahirla Sieb. el Zucc. 

帥コガタウツギ Hydrangt:rtscandens Scrin詰C
ヤハズアジサイんうIdr<mg'cαs/・ko/iu1J/aM礼xim.
ツルアジサイ正之vdral/gcapeliolari.¥' Sicb. et 

Zucc. 
イワプfラミ Schi~()plll'agllla Ilydran，品市01・des・Sicb.

cl Zucc. 
。**ウラジ口ノキ Sorbusjapol/ica Sieb. 

ナンキンナナカマド SoroIIsgl廿cilisK. Koch 
カマツカ Po}(rl hiaea vIl/o.l'a Decne. 

**ワョウブ Clelhra /;m'bincrのisSieb. ct Zucc目

ヤマ
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(1) 

(4) 

(7) 

Plutc 1 

(2) (3) 

(5) (6) 

PJate 1 

(j) TsIIgII sirbll!dii 011 a ridge 

(2) 7・SII/!"siebo!dii al1d SI円 oarlia1IlOJwdclplw 011 a ridge 

(:3) Qut!1'clIs acula， PiCl・isjaponicfl etc. on under slope 01' 

F.qufldrflte 

(4) Pil/l(s d1!J1SI;ρ01'11 011 g.point口fh(・lLtmnsect 

(r，) 7・Sll品川 .口'ebo!dii・Hl1d C，'yptomeria japonz'cfl 011 J.qUHζIrαte 

(日 Alnufir1lUt growl1 in the under part of Cftllopy 

(7) Under.growth overgrown Sわ・川miajapollicα v. repells 
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，，‘、

(4) 

(2) (3) 

(5) 

Platc n 
(1) Large size 7・sugasicboldii 

(2) Living stump 01' Abics finlla 

(3) Living slump of Tsu/]川 sieboldii・

(4) Old Slllll1p of Castanca crCllata 

(5) Old square lumber of Casl(J11I!(J c1帆 Ila!e011 ground 0001' 




